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※は県例規集登載
【告示】

番 号 表 題 担当課名

６７４ 瀬戸内海環境保全特別措置法の規定に基づ 環境管理課

く特定施設の設置の許可の申請があった件

６７５ 同 同

６７６ 指定障害児通所支援事業者を指定した件 障がい福祉課

６７７ 指定障害福祉サービス事業者を指定した件 同

６７８※ 鳥獣保護区の存続期間を更新した件 鳥獣対策・ふるさと

創造課

６７９※ 鳥獣保護区特別保護地区を指定した件 同

６８０※ 特定猟具使用禁止区域を指定する件 同

６８１ 森林管理重点地域の指定を解除するに当た スマート林業課

り指定の解除の案を縦覧に供する件

６８２ 森林管理重点地域を指定するに当たり指定 農林水産基盤整備局

案を縦覧に供する件 森林整備課

６８３ 建設業者の許可を取り消した件 建設管理課

６８４ 都市計画法の規定による工事が完了した件 都市計画課

６８５ 徳島県都市計画公聴会規則による公聴会を 同

開催する件

６８６ 同 同



【告示】

番 号 表 題 担当課名

６８７ 同 同

６８８ 同 同

６８９ 徳島小松島港港湾計画の変更の概要を公示 運輸政策課

する件

【選挙管理委員会告示】

番 号 表 題 担当課名

８５※ 不在者投票を行うことができる施設を指定

した件の一部を改正する件



徳
島
県
告
示
第
六
百
七
十
四
号

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

く
特
定
施
設
の
設
置
の
許
可
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
概
要
を
次
の

と
お
り
告
示
す
る
。

な
お
、
こ
の
特
定
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
調
査
の
結
果
に
基
づ
く

事
前
評
価
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

一

申
請
の
概
要

１

申
請
者

名

称

鉄
建
建
設
株
式
会
社

大
阪
支
店

有
瀬
作
業
所

住

所

三
好
市
西
祖
谷
山
村
有
瀬
三
八
一

代
表
者

作
業
所
長

佐
治
秀
啓

２

工
場
又
は
事
業
場

名

称

吉
野
川
水
系
有
瀬
地
区
排
水
ト
ン
ネ
ル
工
事

所
在
地

三
好
市
西
祖
谷
山
村
有
瀬
地
先

３

特
定
施
設
の
種
類

水
質
汚
濁
防
止
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
百
八
十
八
号
）
別
表
第
一
第
五
十
五
号
に
規

定
す
る
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
造
業
の
用
に
供
す
る
バ
ッ
チ
ャ
ー
プ
ラ
ン
ト

４

特
定
施
設
及
び
汚
水
等
の
処
理
に
関
す
る
事
項

二
の
縦
覧
の
期
間
及
び
場
所
に
お
い
て
、
関
係
書
類
を
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
と
と
も
に
、

徳
島
県
危
機
管
理
環
境
部
環
境
管
理
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
公
表
す
る
。

二

縦
覧
の
期
間
及
び
場
所

１

期
間

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日
か
ら

令
和
三
年
十
一
月
十
九
日
ま
で

２

場
所

徳
島
県
危
機
管
理
環
境
部
環
境
管
理
課
及
び
三
好
市
環
境
福
祉
部
環
境
課



徳
島
県
告
示
第
六
百
七
十
五
号

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

く
特
定
施
設
の
設
置
の
許
可
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
概
要
を
次
の

と
お
り
告
示
す
る
。

な
お
、
こ
の
特
定
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
調
査
の
結
果
に
基
づ
く

事
前
評
価
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

一

申
請
の
概
要

１

申
請
者

名

称

ル
ー
ト
イ
ン
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

住

所

東
京
都
品
川
区
大
井
一

三
五

三

代
表
者

代
表
取
締
役

永
山
泰
樹

２

工
場
又
は
事
業
場

名

称

ホ
テ
ル
ル
ー
ト
イ
ン
徳
島
空
港

所
在
地

板
野
郡
松
茂
町
中
喜
来
字
宮
前
四
番
越
一
二
番
一
ほ
か

３

特
定
施
設
の
種
類

水
質
汚
濁
防
止
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
百
八
十
八
号
）
別
表
第
一
第
六
十
六
号
の
三

イ
に
規
定
す
る
ち
ゅ
う
房
施
設
、
同
号
ロ
に
規
定
す
る
洗
濯
施
設
及
び
同
号
ハ
に
規
定
す
る
入
浴
施

設
並
び
に
七
十
二
号
に
規
定
す
る
し
尿
処
理
施
設

４

特
定
施
設
及
び
汚
水
等
の
処
理
に
関
す
る
事
項

二
の
縦
覧
の
期
間
及
び
場
所
に
お
い
て
、
関
係
書
類
を
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
と
と
も
に
、

徳
島
県
危
機
管
理
環
境
部
環
境
管
理
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
公
表
す
る
。

二

縦
覧
の
期
間
及
び
場
所

１

期
間

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日
か
ら

令
和
三
年
十
一
月
十
九
日
ま
で

２

場
所

徳
島
県
危
機
管
理
環
境
部
環
境
管
理
課
及
び
松
茂
町
産
業
環
境
課



徳
島
県
告
示
第
六
百
七
十
六
号

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
二
十
一
条
の
五
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
障
害
児
通
所
支
援
事
業
者
と
し
て
次
の
と
お

り
指
定
し
た
。

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

指
定
障
害
児
通
所
支
援
事
業
者

指
定
障
害
児
通
所
支
援
事
業
を
行
う
事
業
所

障
害
児
通
所

指

定

名

称

所

在

地

名

称

所

在

地

支
援
の
種
類

年

月

日

合
同
会
社
え
ん
む
す
び

徳
島
市
国
府
町
和
田
字
竹
添
三

み
ん
な
の
い
ろ

徳
島
市
国
府
町
和
田
字
竹
添
三

児
童
発
達
支
援

令
和
三
年
九
月

一
番
地
一

一
番
地
一

放
課
後
等
デ
イ

一
日

サ
ー
ビ
ス

株
式
会
社
オ
ア
シ
ス

同

佐
古
一
番
町
八
番
二
〇

オ
ア
シ
ス
北
島

板
野
郡
北
島
町
江
尻
字
夷
ノ
本

同

同

号

二
番
地
一

株
式
会
社
ｑ
ｕ
ａ
ｔ
ｔ
ｒ
ｏ

板
野
郡
松
茂
町
中
喜
来
字
群
恵

ナ
チ
ュ
ラ
ル
キ
ッ
ズ

同

松
茂
町
笹
木
野
字
灘
二

保
育
所
等
訪
問

同

一
八
三
番
地
一

三
│
一

支
援

株
式
会
社
ア
イ
グ
ラ
ン

広
島
市
西
区
庚
午
中
一
丁
目
七

コ
ペ
ル
プ
ラ
ス
沖
浜
東
教

徳
島
市
沖
浜
東
三
丁
目
二
番
地

児
童
発
達
支
援

同

十
月

番
二
四
号

室

オ
プ
ス
フ
ジ
タ
二
階
Ｇ
・
Ｈ

一
日

号
室



徳
島
県
告
示
第
六
百
七
十
七
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
指

定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
う
事
業
所

サ
ー
ビ
ス
の

指

定

名

称

所

在

地

名

称

所

在

地

種

類

年

月

日

株
式
会
社
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｅ

Ｌ

阿
南
市
那
賀
川
町
赤
池
二
六
六

就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業

阿
南
市
羽
ノ
浦
町
宮
倉
日
開
元

就
労
継
続
支
援

令
和
三
年
十
月

Ｏ
Ｖ
Ｅ

Ｊ
Ｏ
Ｙ

番
地
二

所
ｍ
ｏ
ｇ
ｕ

一
九
ー
一

ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
ビ

Ａ
型

一
日

ル
二
階
Ｂ
・
Ｃ
室

社
会
福
祉
法
人
柏
涛
会

海
部
郡
美
波
町
北
河
内
字
本
村

障
が
い
者
地
域
生
活
自
立

同

那
賀
川
町
八
幡
石
塚
三

就
労
定
着
支
援

同

三
四
四
番
地
一

支
援
セ
ン
タ
ー
（
ば
ん
そ

〇
番
地
一

う
Ｓ
＆
Ｓ
）
が
ん
ば
れ
る

作
業
所



徳
島
県
告
示
第
六
百
七
十
八
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
十
八
条
第
七
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
鳥
獣
保
護
区
の
存
続
期
間
を
更
新
す
る
。

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

鳥
獣
保
護
区

鳥
獣
保
護
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針

区

域

面

積

存
続
期
間

の
名
称

指
定
区
分

指

定

目

的

石
井
・
月
ノ

名
西
郡
石
井
町
石
井
字
尼
寺
の
一
般
国
道
一
九
二
号
と

六
五
六
ヘ

令
和
三
年
十
一

身
近
な
鳥
獣
生
息
地

こ
の
区
域
は
、
シ
イ
・
カ
シ
類

宮
鳥
獣
保
護

町
道
尼
寺
一
号
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同

ク
タ
ー
ル

月
一
日
か
ら
令

を
中
心
と
し
た
照
葉
樹
林
の
植
生

区

町
道
を
南
東
に
進
み
県
道
神
山
国
府
線
と
の
交
点
に
至
り

和
十
三
年
十
月

が
広
が
っ
て
お
り
、
野
生
鳥
獣
の

、
同
所
か
ら
同
県
道
を
南
及
び
西
に
進
み
徳
島
市
と
神
山

三
十
一
日
ま
で

生
息
地
と
な
っ
て
い
る
。

町
と
の
境
界
線
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
の
稜
線
を

ま
た
、
鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護

り
よ
う

北
東
に
進
み
神
山
町
と
石
井
町
と
の
境
界
線
に
至
り
、
同

地
区
で
あ
る
徳
島
県
野
鳥
の
森
（

所
か
ら
同
境
界
線
の
稜
線
を
北
西
に
進
み
標
高
二
○
八
メ

二
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
が
含
ま
れ
て

り
よ
う

ー
ト
ル
の
地
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
稜
線
を
北
東
に
下
り

お
り
、
徳
島
市
中
心
部
か
ら
も
近

り
よ
う

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
中
継
所
に
至
り
、
同
所
か
ら
歩
道
を
北
東

く
、
県
民
の
保
健
休
養
や
教
育
の

に
進
み
童
学
寺
山
門
に
至
り
、
同
所
か
ら
町
道
城
ノ
内
二

場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

二
号
及
び
三
一
号
の
各
線
を
経
て
県
道
石
井
神
山
線
と
の

今
後
と
も
石
井
町
や
徳
島
市
近

交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
町
道
城
ノ
内
六
○
号
、
六
二
号

郊
の
数
少
な
い
野
生
鳥
獣
の
生
息

、
七
○
号
、
七
四
号
及
び
町
道
石
井
一
六
四
号
の
各
線
を

地
と
し
て
保
護
す
る
た
め
、
鳥
獣

経
て
町
道
石
井
二
四
三
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か

保
護
区
と
し
て
の
存
続
期
間
を
更

ら
同
町
道
を
南
に
進
み
町
道
石
井
二
○
八
号
線
と
の
分
岐

新
す
る
。

点
に
至
り
、
同
所
か
ら
町
道
石
井
二
○
八
号
、
二
四
五
号

、
一
九
七
号
、
一
九
六
号
、
一
九
五
号
及
び
二
二
号
の
各

線
を
経
て
徳
島
大
学
生
物
資
源
産
業
学
部
農
場
に
至
り
、

同
所
か
ら
町
道
石
井
二
八
号
、
二
九
号
、
一
号
、
一
四
号

及
び
五
九
号
の
各
線
を
経
て
本
条
橋
に
至
り
、
同
所
か
ら

渡
内
川
を
下
り
渡
内
橋
に
至
り
、
同
所
か
ら
一
般
国
道
一

九
二
号
を
東
に
進
み
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
一
円
の

区
域



南
川
鳥
獣
保

那
賀
郡
那
賀
町
和
食
郷
字
南
川
五
九
○
番
一
、
五
九
○

六
三
ヘ
ク

同

身
近
な
鳥
獣
生
息
地

こ
の
区
域
は
、
那
賀
町
東
部
に

護
区

番
二
、
五
九
○
番
四
六
、
五
九
○
番
四
八
及
び
五
九
○
番

タ
ー
ル

あ
り
、
ス
ギ
植
林
地
で
間
伐
さ
れ

五
一
か
ら
五
九
○
番
六
一
ま
で
の
徳
島
県
有
林
の
全
域

た
若
齢
か
ら
壮
齢
の
ス
ギ
が
生
育

し
下
層
植
生
が
見
ら
れ
る
。
ま
た

、
車
道
沿
い
に
は
渓
流
が
流
れ
て

お
り
生
育
環
境
に
極
め
て
適
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
鳥
獣
保
護
区
に

指
定
し
、
当
該
区
域
に
生
息
す
る

鳥
獣
の
環
境
の
保
全
を
図
る
。

高
城
山
鳥
獣

美
馬
市
の
高
城
山
三
角
点
標
高
一
、
六
二
七
・
九
メ
ー

六
一
五
ヘ

同

森
林
鳥
獣
生
息
地

こ
の
区
域
は
、
美
馬
市
木
屋
平

保
護
区

ト
ル
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
美
馬
市
と
那
賀
町
と
の
境

ク
タ
ー
ル

の
南
東
部
で
、
高
城
山
（
標
高
一

界
線
の
稜
線
を
西
に
約
二
、
二
○
○
メ
ー
ト
ル
進
み
通
称

、
六
二
七
・
九
メ
ー
ト
ル
）
の
北

り
よ
う

唐
戸
谷
ノ
瀬
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
谷
を
下
り
通
称
川
原

西
斜
面
に
広
が
る
区
域
と
、
那
賀

谷
魚
止
り
に
至
り
、
同
所
か
ら
川
原
谷
を
上
り
川
原
谷
出

町
（
旧
木
沢
村
）
の
北
部
で
、
釜

合
い
に
至
り
、
同
所
か
ら
稜
線
（
通
称
北
之
屋
根
）
を
北

ヶ
谷
国
有
林
の
う
ち
地
蔵
谷
の
中

り
よ
う

東
に
進
み
美
馬
市
と
神
山
町
と
の
境
界
線
に
至
り
、
同
所

流
か
ら
上
流
に
か
け
て
の
区
域
に

か
ら
同
境
界
線
の
稜
線
を
北
東
に
進
み
美
馬
市
と
那
賀
町

位
置
し
、
植
生
は
、
ク
リ
、
ミ
ズ

り
よ
う

と
の
境
界
線
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
の
稜
線
を
南

ナ
ラ
群
落
を
中
心
と
し
て
、
ス
ズ

り
よ
う

東
に
進
み
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域
並
び

タ
ケ
、
ブ
ナ
群
落
、
コ
ナ
ラ
群
落

に
那
賀
町
所
在
国
有
林
徳
島
事
業
区
中
（
釜
ヶ
谷
国
有
林

及
び
ス
ギ
の
人
工
林
で
構
成
さ
れ

）
一
○
○
、
一
○
一
、
一
○
二
及
び
一
○
三
の
各
林
班
の

て
お
り
、
鳥
獣
の
生
息
環
境
と
し

区
域

て
は
良
好
な
条
件
で
あ
る
。
当
該

区
域
は
鳥
獣
の
生
息
の
た
め
に
重

要
な
区
域
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
鳥
獣
保
護
区
に
指
定

し
、
野
生
鳥
獣
の
保
護
育
成
を
図

る
。



徳
島
県
告
示
第
六
百
七
十
九
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
特

別
保
護
地
区
を
指
定
す
る
。

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

特
別
保
護
地

特
別
保
護
地
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針

区

域

面

積

存
続
期
間

区
の
名
称

指
定
区
分

指

定

目

的

石
井
・
月
ノ

名
西
郡
石
井
町
の
徳
島
県
野
鳥
の
森
の
全
域

二
一
ヘ
ク

令
和
三
年
十
一

身
近
な
鳥
獣
生
息
地

こ
の
区
域
は
、
石
井
町
南
東
部

宮
鳥
獣
保
護

タ
ー
ル

月
一
日
か
ら
令

の
気
延
山
か
ら
北
西
に
広
が
る
山

区
特
別
保
護

和
十
三
年
十
月

麓
に
位
置
し
、
シ
イ
・
カ
シ
類
を

地
区

三
十
一
日
ま
で

中
心
と
し
た
照
葉
樹
林
の
植
生
が

広
が
っ
て
お
り
、
石
井
町
で
も
数

少
な
い
自
然
と
野
生
鳥
獣
の
生
息

地
と
な
っ
て
い
る
。

昭
和
五
十
一
年
五
月
に
徳
島
県

野
鳥
の
森
に
指
定
さ
れ
、
鳥
類
の

保
護
増
殖
や
自
然
観
察
等
が
永
年

続
け
ら
れ
て
お
り
、
県
民
の
保
健

休
養
や
教
育
の
場
と
し
て
活
用
さ

れ
て
い
る
。

今
後
と
も
石
井
町
や
徳
島
市
近

郊
の
数
少
な
い
野
生
鳥
獣
の
生
息

地
と
し
て
保
護
す
る
た
め
、
特
別

保
護
地
区
と
し
て
再
指
定
す
る
。



徳
島
県
告
示
第
六
百
八
十
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第

三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
を
指
定
す
る
。

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

一

禁
止
に
係
る
特
定
猟
具
の
種
類

銃
器

二

特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
の
名
称
、
区
域
、
面
積
及
び
存
続
期
間

名

称

区

域

面

積

存
続
期
間

中
山
特
定

名
東
郡
佐
那
河
内
村
の
一
般
国
道
四
三
八
号
と
県
道
勝
浦
佐
那
河
内

四
五
○

令
和
三
年

猟
具
使
用

線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
東
に
進
み
県
道
小
松

ヘ
ク
タ

十
一
月
一

禁
止
区
域

島
佐
那
河
内
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
県
道
勝
浦
佐
那
河
内
線

ー
ル

日
か
ら
令

を
南
西
に
進
み
村
道
明
見
谷
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
村
道

和
八
年
十

を
西
に
進
み
村
道
明
見
谷
平
尾
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
村

月
三
十
一

道
を
西
及
び
北
東
に
進
み
村
道
中
央
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら

日
ま
で

同
村
道
を
西
及
び
北
に
進
み
村
道
谷
内
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か

ら
同
村
道
を
北
に
進
み
村
道
南
浦
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同

村
道
を
北
西
に
進
み
一
般
国
道
四
三
八
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か

ら
同
国
道
を
東
に
進
み
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

渋
野
・
多

徳
島
市
丈
六
町
の
市
道
丈
六
・
渋
野
線
と
県
道
新
浜
勝
浦
線
と
の
交

四
四
○

同

家
良
特
定

点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
南
に
進
み
市
道
甫
毛
ノ
脇
・
名

ヘ
ク
タ

猟
具
使
用

護
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
西
に
進
み
市
道
多
家
良

ー
ル

禁
止
区
域

中
央
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
西
に
進
み
梅
ノ
木
谷

と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
谷
を
南
西
に
上
り
稜
線
に
至
り
、
同

り
よ
う

所
か
ら
稜
線
を
北
に
進
み
三
角
点
標
高
一
四
一
．
七
メ
ー
ト
ル
の
地
点

り
よ
う

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
谷
を
西
に
下
り
市
道
多
家
良
西
・
中
央
線
と
の

交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
に
進
み
市
道
八
多
・
多
家
良
線

と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
西
に
進
み
市
道
神
南
・
金
谷

西
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
に
進
み
県
道
小
松
島

佐
那
河
内
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
東
に
進
み
市
道

北
地
線
の
天
神
橋
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
橋
を
北
に
渡
り
左

折
し
て
私
道
を
進
み
天
神
社
に
至
り
、
同
神
社
横
の
歩
道
を
北
に
進
み

車
道
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
車
道
を
東
に
進
み
市
道
多
家
良
・
渋
野
線

と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
西
に
進
み
県
道
八
多
法
花

線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
北
に
進
み
市
道
丈
六
・
渋

野
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
東
に
進
み
起
点
に
至
る

線
で
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域



松
茂
・
笹

板
野
郡
松
茂
町
笹
木
野
の
一
般
国
道
二
八
号
と
町
道
松
茂
一
五
号
線

一
三
五

同

木
野
特
定

と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
南
東
に
進
み
町
道
笹
木

ヘ
ク
タ

猟
具
使
用

野
一
二
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
南
西
及
び
南
東

ー
ル

禁
止
区
域

に
進
み
町
道
松
茂
四
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
北

東
及
び
南
西
及
び
北
東
に
進
み
町
道
豊
岡
三
一
号
線
と
の
交
点
に
至
り

、
同
所
か
ら
同
町
道
を
北
西
及
び
北
東
に
進
み
町
道
豊
岡
三
○
号
線
と

の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
南
西
に
進
み
町
道
豊
岡
二
八
号

線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
南
東
及
び
北
東
に
進
み
徳

島
飛
行
場
南
側
場
外
道
路
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
場
外
道
路

を
東
に
進
み
町
道
豊
岡
三
七
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町

道
を
東
及
び
南
に
進
み
県
道
古
川
長
原
港
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所

か
ら
同
県
道
を
北
に
進
み
県
道
鳴
門
徳
島
自
転
車
道
と
の
交
点
に
至
り

、
同
所
か
ら
同
県
道
を
東
及
び
南
に
進
み
町
道
豊
岡
一
二
号
線
と
の
交

点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
北
西
に
進
み
県
道
古
川
長
原
港
線
と

の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
北
に
進
み
町
道
松
茂
一
八
号
線

と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
西
に
進
み
県
道
長
原
港
線
と

の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
北
西
に
進
み
、
一
般
国
道
二
八

号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
北
東
に
進
み
起
点
に
至
る

線
で
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

高
原
特
定

名
西
郡
石
井
町
高
原
の
県
道
板
野
川
島
線
と
町
道
高
原
一
○
九
号
線

五
○
ヘ

同

猟
具
使
用

と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
南
西
に
進
み
町
道
高
原

ク
タ
ー

禁
止
区
域

四
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
南
に
進
み
町
道
高
原

ル

一
○
五
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
西
に
進
み
町
道

高
原
三
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
北
に
進
み
県
道

板
野
川
島
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
東
に
進
み
起
点

に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

那
東
特
定

板
野
郡
板
野
町
羅
漢
の
県
道
石
井
引
田
線
と
県
道
鳴
門
池
田
線
と
の

三
八
ヘ

同

猟
具
使
用

交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
東
に
進
み
町
道
三
六
○
号
線

ク
タ
ー

禁
止
区
域

と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
南
及
び
南
東
に
進
み
眼
鏡
橋

ル

を
渡
り
黒
谷
川
右
岸
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
右
岸
を
西
に
進

み
泉
福
寺
谷
川
右
岸
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
右
岸
を
西
に
進

み
県
道
石
井
引
田
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
北
に
進

み
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

大
麻
南
特

板
野
郡
藍
住
町
江
ノ
口
の
鳴
門
藍
住
大
橋
南
詰
を
起
点
と
し
、
同
所

一
三
七

同

定
猟
具
使

か
ら
旧
吉
野
川
南
岸
を
西
に
進
み
桧
橋
南
詰
を
経
て
町
道
五
三
号
線
の

ヘ
ク
タ

用
禁
止
区

川
端
橋
南
詰
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
橋
を
北
に
進
み
旧
吉
野

ー
ル



域

川
北
岸
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
北
岸
を
東
に
進
み
県
道
桧
藍

住
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
北
に
進
み
市
道
桧
北
中

央
橋
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
東
に
進
み
市
道
津
慈

板
東
橋
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
に
進
み
市
道
板

東
南
中
央
二
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
東
に
進
み

市
道
板
東
藍
住
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
に
進
み

起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

瀬
戸
特
定

鳴
門
市
瀬
戸
町
の
瀬
戸
小
学
校
北
角
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
市
道

一
三
○

同

猟
具
使
用

堂
浦
学
道
線
を
西
に
進
み
市
道
日
出
堂
浦
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所

ヘ
ク
タ

禁
止
区
域

か
ら
同
市
道
を
西
に
進
み
県
道
亀
浦
港
櫛
木
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同

ー
ル

所
か
ら
同
県
道
を
北
に
進
み
市
道
日
出
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か

ら
同
市
道
を
北
西
に
進
み
防
波
堤
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
稜
線

り
よ
う

を
北
東
に
進
み
鳴
門
ゴ
ル
フ
場
と
の
境
界
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界

を
南
東
に
進
み
通
称
大
谷
に
至
り
、
同
所
か
ら
瀬
戸
橋
南
詰
と
の
見
通

し
線
を
南
西
に
進
み
同
橋
南
詰
に
至
り
、
同
所
か
ら
県
道
亀
浦
港
櫛
木

線
を
南
東
に
進
み
小
鳴
門
新
橋
と
県
道
瀬
戸
港
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
県
道
を
南
に
進
み
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
一
円
の
区

域

桑
野
特
定

阿
南
市
橘
町
の
一
般
国
道
一
九
五
号
と
一
般
国
道
五
五
号
の
分
岐
点

五
六
五

同

猟
具
使
用

を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
南
西
に
進
み
県
道
阿
南
相
生
線
と

ヘ
ク
タ

禁
止
区
域

の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
南
西
に
進
み
県
道
羽
ノ
浦
福
井

ー
ル

線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
北
に
進
み
一
般
国
道
一
九

五
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
北
東
及
び
南
東
に
進
み

阿
南
第
二
中
学
校
前
の
交
差
点
に
至
り
、
同
交
差
点
か
ら
同
国
道
の
旧

道
を
東
に
進
み
一
般
国
道
五
五
号
バ
イ
パ
ス
側
道
と
の
交
点
に
至
り
、

同
側
道
を
南
及
び
南
西
に
進
み
一
般
国
道
五
五
号
バ
イ
パ
ス
と
の
交
点

に
至
り
、
同
国
道
バ
イ
パ
ス
を
南
東
及
び
北
東
に
進
み
起
点
に
至
る
線

で
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

小
勝
島
特

阿
南
市
福
井
町
の
忠
治
郎
岬
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
稜
線
を
西
南

三
○
○

同

り
よ
う

定
猟
具
使

西
に
進
み
四
国
電
力
送
電
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
送
電
線

ヘ
ク
タ

用
禁
止
区

を
北
北
東
に
進
み
県
道
小
勝
島
公
園
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら

ー
ル

域

同
県
道
を
北
東
に
進
み
小
勝
島
の
環
境
整
備
公
社
橘
処
分
場
西
側
の
汀

て

い

線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
汀
線
を
小
勝
島
の
時
計
回
り
方
向

て

い

に
進
み
通
称
鹿
首
に
至
り
、
同
所
か
ら
揚
炭
桟
橋
先
端
と
の
見
通
し
線

を
南
に
進
み
同
先
端
に
至
り
、
同
所
か
ら
於
越
岬
と
の
見
通
し
線
を
南

西
に
進
み
同
岬
に
至
り
、
同
所
か
ら
忠
治
郎
岬
と
の
見
通
し
線
を
西
北

西
に
進
み
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域



美
馬
特
定

美
馬
市
美
馬
町
と
三
好
市
三
野
町
と
の
境
界
線
と
県
道
鳴
門
池
田
線

一
、
一

同

猟
具
使
用

と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
東
に
進
み
中
野
谷
川
と

八
○
ヘ

禁
止
区
域

の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
川
を
北
東
に
上
り
徳
島
自
動
車
道
と
の

ク
タ
ー

交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
自
動
車
道
を
東
に
進
み
市
道
美
馬
六
号
線

ル

と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
東
に
進
み
県
道
美
馬
塩
江

線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
東
に
進
み
市
道
脇
町
四
二

八
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
に
進
み
野
村
谷
川

（
中
八
橋
）
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
川
を
南
に
下
り
吉
野
川

中
州
上
に
あ
る
美
馬
市
と
つ
る
ぎ
町
と
の
境
界
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
境
界
線
を
西
に
進
み
美
馬
市
と
三
好
市
と
の
境
界
線
と
の

交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
北
に
進
み
起
点
に
至
る
線
で
囲

ま
れ
た
一
円
の
区
域

半
田
特
定

美
馬
郡
つ
る
ぎ
町
半
田
の
一
般
国
道
一
九
二
号
と
一
般
国
道
四
三
八

二
四
七

同

猟
具
使
用

号
と
県
道
半
田
貞
光
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
県
道
を

ヘ
ク
タ

禁
止
区
域

南
東
及
び
西
に
進
み
町
道
東
山
病
院
上
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か

ー
ル

ら
同
町
道
を
南
に
進
み
町
道
天
皇
北
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら

同
町
道
を
南
西
に
進
み
町
道
天
皇
逢
坂
北
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所

か
ら
同
町
道
を
南
に
進
み
町
道
下
竹
天
皇
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所

か
ら
同
町
道
を
南
に
進
み
町
道
上
ノ
原
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か

ら
同
町
道
を
南
に
進
み
町
道
上
ノ
原
東
南
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所

か
ら
同
町
道
を
南
西
に
進
み
町
道
王
子
谷
長
瀬
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
町
道
を
南
東
に
進
み
農
道
吉
野
川
中
部
二
期
線
と
の
交
点

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
農
道
を
西
に
進
み
鹿
老
渡
橋
北
詰
の
県
道
上
蓮

小
野
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
南
に
進
み
鹿
老
渡
橋

南
詰
の
町
道
鹿
老
渡
木
ノ
内
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道

を
北
に
進
み
県
道
蔭
名
小
野
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道

を
北
に
進
み
半
田
川
（
半
田
橋
）
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
川

を
北
に
下
り
県
道
半
田
貞
光
線
（
高
橋
）
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か

ら
同
県
道
を
西
に
進
み
一
般
国
道
一
九
二
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所

か
ら
同
国
道
を
西
に
進
み
つ
る
ぎ
町
と
東
み
よ
し
町
と
の
境
界
線
と
の

交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
北
に
進
み
つ
る
ぎ
町
と
三
好
市

と
の
境
界
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
東
に
進
み
つ

る
ぎ
町
と
美
馬
市
と
の
境
界
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界

線
を
東
に
進
み
一
般
国
道
四
三
八
号
の
美
馬
橋
と
の
交
点
に
至
り
、
同

所
か
ら
同
国
道
を
南
に
進
み
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

花
園
特
定

三
好
市
三
野
町
花
園
の
県
道
琴
南
三
野
線
と
徳
島
自
動
車
道
と
の
交

五
五
ヘ

同

猟
具
使
用

点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
自
動
車
道
を
南
西
に
進
み
市
道
花
園
川

ク
タ
ー



禁
止
区
域

又
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
に
進
み
市
道
花
園
北

ル

谷
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
東
に
進
み
市
道
花
園
線

と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
に
進
み
県
道
琴
南
三
野
線

と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
南
に
進
み
起
点
に
至
る
線
で

囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

南
谷
特
定

三
好
市
池
田
町
南
谷
の
市
道
南
谷
線
と
県
道
三
縄
停
車
場
黒
沢
線
と

五
六
ヘ

同

猟
具
使
用

の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
北
に
進
み
市
道
大
川
北
線

ク
タ
ー

禁
止
区
域

と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
東
に
進
み
市
道
大
川
線
と
の

ル

交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
西
及
び
東
に
進
み
林
道
池
田
漆

川
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
南
に
進
み
県
道
大
利
辻

線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
南
西
に
進
み
市
道
漆
川
線

分
岐
一
号
支
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
西
に
進
み
市

道
漆
川
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
に
進
み
市
道
南

谷
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
西
に
進
み
起
点
に
至
る

線
で
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

平
特
定
猟

三
好
市
山
城
町
上
名
の
県
道
上
名
西
宇
線
上
に
あ
る
津
屋
ト
ン
ネ
ル

一
三
五

同

具
使
用
禁

を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
西
に
進
み
内
石
谷
川
と
の
交
点
に

ヘ
ク
タ

止
区
域

至
り
、
同
所
か
ら
同
川
を
北
に
上
り
林
道
中
内
線
と
の
交
点
に
至
り
、

ー
ル

同
所
か
ら
同
林
道
を
西
に
進
み
林
道
小
川
平
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同

所
か
ら
同
林
道
を
約
一
、
二
○
○
メ
ー
ト
ル
東
に
進
み
稜
線
に
至
り
、

り
よ
う

同
所
か
ら
同
稜
線
を
南
東
に
進
み
市
道
平
中
央
線
の
ヘ
ア
ピ
ン
カ
ー
ブ

り
よ
う

に
至
り
、
更
に
同
稜
線
を
南
南
東
に
進
み
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た

り
よ
う

一
円
の
区
域

台
特
定
猟

三
好
郡
東
み
よ
し
町
足
代
の
県
道
鳴
門
池
田
線
と
黒
川
原
谷
川
と
の

六
三
ヘ

同

具
使
用
禁

交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
川
を
北
に
上
り
町
道
西
台
線
に
通
ず

ク
タ
ー

止
区
域

る
堰
堤
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
堰
堤
を
東
に
進
み
同
町
道
と

ル

え

ん

え

ん

の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
東
に
進
み
町
道
宮
谷
線
と
の
交

点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
東
に
進
み
町
道
伊
月
谷
線
に
通
ず
る

歩
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
歩
道
を
東
に
進
み
同
町
道
と
の

交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
南
に
進
み
県
道
鳴
門
池
田
線
と
の

交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
西
に
進
み
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま

れ
た
一
円
の
区
域



徳
島
県
告
示
第
六
百
八
十
一
号

徳
島
県
豊
か
な
森
林
を
守
る
条
例
（
平
成
二
十
五
年
徳
島
県
条
例
第
六
十
七
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
森
林
管
理
重
点
地
域
の
指
定
を
解
除
し
た
い
の
で
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

条
例
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
告
示
し
、
令
和
三
年
十
月
二
十
九
日
か
ら
同
年
十
一

月
二
十
九
日
ま
で
の
間
、
指
定
の
解
除
の
案
を
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
指
定
の
解
除
を
し
よ
う
と
す
る
区
域
の
森
林
所
有
者
等
そ
の
他
の
利
害
関
係
人
は
、
縦
覧
の
期

間
の
満
了
の
日
ま
で
に
、
知
事
に
指
定
の
解
除
の
案
に
つ
い
て
の
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

一

指
定
の
種
別

第
二
種
森
林
管
理
重
点
地
域

二

指
定
を
解
除
し
よ
う
と
す
る
区
域

那
賀
郡
那
賀
町
坂
州
字
後
谷
一
の
一
二
及
び
四
の
五

三

縦
覧
場
所
及
び
意
見
書
の
提
出
先

郵
便
番
号

七
七
○－

八
五
七
○

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

徳
島
県
農
林
水
産
部
ス
マ
ー
ト
林
業
課
森
林
企
画
担
当

電
話
番
号

○
八
八－

六
二
一－

二
四
四
九



徳
島
県
告
示
第
六
百
八
十
二
号

徳
島
県
豊
か
な
森
林
を
守
る
条
例
（
平
成
二
十
五
年
徳
島
県
条
例
第
六
十
七
号
）
第
十
四
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
森
林
管
理
重
点
地
域
の
指
定
を
し
た
い
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り

告
示
し
、
令
和
三
年
十
月
二
十
九
日
か
ら
同
年
十
一
月
二
十
九
日
ま
で
の
間
、
指
定
案
を
公
衆
の
縦
覧
に

供
す
る
。

な
お
、
指
定
を
し
よ
う
と
す
る
区
域
の
森
林
所
有
者
等
そ
の
他
の
利
害
関
係
人
は
、
縦
覧
の
期
間
の
満

了
の
日
ま
で
に
、
知
事
に
指
定
案
に
つ
い
て
の
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

一

指
定
の
種
別

第
一
種
森
林
管
理
重
点
地
域

二

指
定
を
し
よ
う
と
す
る
区
域

那
賀
郡
那
賀
町
坂
州
字
後
谷
一
の
一
二
及
び
四
の
五

三

縦
覧
場
所
及
び
意
見
書
の
提
出
先

郵
便
番
号

七
七
○
│
八
五
七
○

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

徳
島
県
農
林
水
産
部
農
林
水
産
基
盤
整
備
局
森
林
整
備
課
林
地
保
全
担
当

電
話
番
号

○
八
八
│
六
二
一
│
二
四
五
〇



徳
島
県
告
示
第
六
百
八
十
三
号

建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
建
設
業
者
の
許
可
を
取
り
消
し
た
の
で
、
同
法
第
二
十
九
条
の
五
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

処

分

を

受

け

た

者

処
分
を
し
た

処
分
の
原
因
と

商
号
又
は
名
称
、
主
た
る
営
業
所
の

処

分

の

内

容

年
月
日

許
可
番
号

な
っ
た
事
実

所
在
地
及
び
代
表
者
の
氏
名

令
和
三
年
三
月

大
島
塗
装
有
限
会
社

徳
島
県
知
事
許
可

建
設
業
法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
建
設
業
許
可
の
取
消
し

建
設
業
法
第
十

二
十
二
日

吉
野
川
市
鴨
島
町
知
恵
島
一
六
六
九

（
般

二
八
）

（
大
工
工
事
業
、
左
官
工
事
業
、
石
工
事
業
、
屋
根
工
事
業
、
タ
イ
ル

二
条
の
規
定
に

－

番
地
の
二

第
六
五
六
九
号

・
れ
ん
が
・
ブ
ロ
ッ
ク
工
事
業
、
板
金
工
事
業
、
ガ
ラ
ス
工
事
業
、
内

よ
る
廃
業
の
届

大
島

安
夫

装
仕
上
工
事
業
、
熱
絶
縁
工
事
業
及
び
建
具
工
事
業
に
関
す
る
一
般
建

出
が
あ
り
、
こ

設
業
許
可
）

の
こ
と
が
同
法

第
二
十
九
条
第

一
項
第
五
号
に

該
当
す
る
と
認

め
ら
れ
る
。

同

五
月

有
限
会
社
遠
藤
開
発
工
業

同

同

同

二
十
七
日

徳
島
市
西
須
賀
町
中
開
四
五
番
地
の

（
般

二
八
）

（
解
体
工
事
業
に
関
す
る
一
般
建
設
業
許
可
）

－

八

第
四
三
五
五
号

遠
藤

恭
司

同

六
月

椎
平
建
設
有
限
会
社

同

同

同

一
日

勝
浦
郡
勝
浦
町
大
字
棚
野
字
西
久
保

（
般

二
八
）

（
土
木
工
事
業
、
建
築
工
事
業
、
大
工
工
事
業
、
と
び
・
土
工
工
事
業

－

三
七
番
地
六

第
三
七
七
〇
号

、
屋
根
工
事
業
、
管
工
事
業
、
タ
イ
ル
・
れ
ん
が
・
ブ
ロ
ッ
ク
工
事
業

椎
平

重
信

、
舗
装
工
事
業
、
内
装
仕
上
工
事
業
及
び
水
道
施
設
工
事
業
に
関
す
る

一
般
建
設
業
許
可
）

同

河
野
建
設
株
式
会
社

同

同

同

十
一
日

徳
島
市
中
昭
和
町
五
丁
目
五
一
番
地

（
特

三
〇
）

（
解
体
工
事
業
に
関
す
る
特
定
建
設
業
許
可
）

－

二

第
七
六
七
号

河
野

巧



同

有
限
会
社
清
藍
舎

同

同

同

二
十
一
日

徳
島
市
南
佐
古
八
番
町
四
番
一
号

（
般

二
九
）

（
解
体
工
事
業
に
関
す
る
一
般
建
設
業
許
可
）

－

鈴
木

瑞
穂

第
七
〇
五
一
二
号

同

株
式
会
社
尾
田
建
設

同

同

同

二
十
五
日

徳
島
市
北
沖
洲
四
丁
目
一
二
番
三
八

（
般

〇
二
）

（
建
築
工
事
業
に
関
す
る
一
般
建
設
業
許
可
）

－

号

第
五
七
七
二
号

尾
田

好
武

同

グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ム

同

同

同

二
十
八
日

小
松
島
市
大
林
町
字
宮
ノ
本
一
〇
七

（
般

二
八
）

（
解
体
工
事
業
に
関
す
る
一
般
建
設
業
許
可
）

－

番
地
六

第
七
〇
四
三
三
号

上
原

正
子

同

み
ら
い
住

同

同

同

三
好
市
池
田
町
白
地
本
名
一
四
〇
番

（
般

二
八
）

（
解
体
工
事
業
に
関
す
る
一
般
建
設
業
許
可
）

－

地
八

第
五
〇
〇
九
八
号

溝
口

博
之

同

木
沢
建
設
株
式
会
社

同

同

同

二
十
九
日

那
賀
郡
那
賀
町
木
頭
字
前
田
七
番
地

（
特

〇
二
）

（
解
体
工
事
業
に
関
す
る
特
定
建
設
業
許
可
）

－

の
一

第
六
三
九
号

川
原

哲
博

同

株
式
会
社
中
木
組

同

同

同

三
十
日

徳
島
市
一
宮
町
西
丁
六
一
四
番
地

（
般

三
〇
）

（
解
体
工
事
業
に
関
す
る
一
般
建
設
業
許
可
）

－

中
木

充
佳

第
七
〇
五
四
七
号

同

七
月

三
井
建
設
有
限
会
社

同

同

同

二
日

小
松
島
市
坂
野
町
字
経
塚
二
六
番
地

（
般

二
九
）

（
解
体
工
事
業
に
関
す
る
一
般
建
設
業
許
可
）

－

三
井

章
弘

第
一
八
七
二
号

同

ノ
ヴ
ィ
ル
パ
ブ
リ
ッ
ク
ワ
ー
ク
ス
株

同

同

同

五
日

式
会
社

（
般

二
八
）

（
機
械
器
具
設
置
工
事
業
に
関
す
る
一
般
建
設
業
許
可
）

－

阿
南
市
津
乃
峰
町
新
浜
七
二
番
地
の

第
三
〇
〇
五
八
号

一
五

久
岡

征
司



同

株
式
会
社
菊
谷
組

同

同

同

十
二
日

海
部
郡
美
波
町
西
の
地
字
志
和
岐
谷

（
般

三
〇
）

（
鉄
筋
工
事
業
に
関
す
る
一
般
建
設
業
許
可
）

－

三
番
地
の
二
〇

第
八
九
号

菊
谷

泰
一

同

有
限
会
社
儀
宝

同

同

同

十
五
日

小
松
島
市
和
田
島
町
字
松
田
新
田
三

（
般

〇
一
）

（
建
築
工
事
業
、
大
工
工
事
業
、
屋
根
工
事
業
、
タ
イ
ル
・
れ
ん
が
・

－
〇
五
番
地
の
三
六

第
七
〇
五
八
六
号

ブ
ロ
ッ
ク
工
事
業
及
び
内
装
仕
上
工
事
業
に
関
す
る
一
般
建
設
業
許
可

關

正
人

）

同

株
式
会
社
阿
波
伸

同

同

同

二
十
八
日

徳
島
市
南
島
田
町
二
丁
目
四
三
番
地

（
般

〇
二
）

（
解
体
工
事
業
に
関
す
る
一
般
建
設
業
許
可
）

－

一
一

第
七
〇
六
五
六
号

小
寺

昌
治

同

有
限
会
社
日
栄
工
業

同

同

同

阿
南
市
橘
町
幸
野
六
二
番
地
二
三

（
般

二
八
）

（
電
気
工
事
業
に
関
す
る
一
般
建
設
業
許
可
）

－

鈴
木

琢
也

第
六
五
二
七
号

同

株
式
会
社
川
内
開
発

同

同

同

三
十
日

徳
島
市
川
内
町
下
別
宮
西
二
三
一
番

（
般

二
八
）

（
大
工
工
事
業
、
屋
根
工
事
業
、
タ
イ
ル
・
れ
ん
が
・
ブ
ロ
ッ
ク
工
事

－

地
七

第
一
四
五
〇
号

業
及
び
内
装
仕
上
工
事
業
に
関
す
る
一
般
建
設
業
許
可
）

内
藤

幸
夫

同

八
月

株
式
会
社
近
藤

同

同

同

六
日

鳴
門
市
里
浦
町
里
浦
字
坂
田
四
三
二

（
般

三
〇
）

（
大
工
工
事
業
、
屋
根
工
事
業
、
タ
イ
ル
・
れ
ん
が
・
ブ
ロ
ッ
ク
工
事

－

番
地
二
八
一

第
七
五
〇
五
八
号

業
及
び
内
装
仕
上
工
事
業
に
関
す
る
一
般
建
設
業
許
可
）

近
藤

恭
子

同

篠
野
海
運
株
式
会
社

同

同

同

十
六
日

阿
南
市
橘
町
汐
谷
四
三
番
地

（
般

二
八
）

（
土
木
工
事
業
に
関
す
る
一
般
建
設
業
許
可
）

－

篠
野

忠
弘

第
六
五
三
四
号

同

九
月

株
式
会
社
ウ
エ
ス
ト

同

同

同

十
六
日

徳
島
市
川
内
町
榎
瀬
六
八
九
番
地
一

（
般

二
八
）

（
土
木
工
事
業
、
と
び
・
土
工
工
事
業
、
石
工
事
業
、
鋼
構
造
物
工
事

－

三

第
七
〇
四
四
八
号

業
、
舗
装
工
事
業
、
し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
業
及
び
水
道
施
設
工
事
業
に
関

西

卓
也

す
る
一
般
建
設
業
許
可
）



同

Ｋ

ｓ
ｕ
ｐ
ｐ
ｏ
ｒ
ｔ

同

同

同

－

二
十
四
日

徳
島
市
八
万
町
川
南
一
五
番
地
一
五

（
般

〇
一
）

（
建
築
工
事
業
に
関
す
る
一
般
建
設
業
許
可
）

－

片
山

賢

第
七
〇
二
九
〇
号



徳
島
県
告
示
第
六
百
八
十
四
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
工

事
が
完
了
し
た
こ
と
を
公
告
す
る
。

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る

開
発
許
可
を
受
け
た
者

地
域
の
名
称

住

所

氏

名

鳴
門
市
大
津
町
木
津
野
字
仲
ノ
越
六
〇
番
一
及
び

鳴
門
市
撫
養
町
南
浜
字
東
浜

株
式
会
社
東
京
不
動
産

六
二
番
一

五
〇
五
番
地

吉
野
川
市
鴨
島
町
知
恵
島
字
西
知
恵
島
四
番
一
及

吉
野
川
市
鴨
島
町
知
恵
島
三

河
野

彰
太

び
四
番
四

〇
一
番
地
一
ボ
ア
・
ソ
ル
テ

Ａ
二
〇
三

美
馬
市
脇
町
字
西
赤
谷
五
〇
三
番
一
、
五
〇
三
番

美
馬
市
穴
吹
町
穴
吹
字
九
反

美
馬
市
長

七
か
ら
五
〇
三
番
九
ま
で
、
五
〇
三
番
一
一
か
ら

地
五
番
地

五
〇
三
番
一
四
ま
で
、
五
〇
三
番
二
一
か
ら
五
〇

三
番
二
七
ま
で
、
五
〇
四
番
、
五
〇
五
番
三
、
五

〇
五
番
五
、
五
二
〇
番
一
及
び
五
二
〇
番
四

名
西
郡
石
井
町
石
井
字
城
ノ
内
三
四
二
番
一

名
西
郡
石
井
町
石
井
字
石
井

中
村

慧
世

一
三
五
七
番
地
一



徳
島
県
告
示
第
六
百
八
十
五
号

徳
島
県
都
市
計
画
公
聴
会
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
徳
島
県
規
則
第
九
十
号
）
第
二
条
の
規
定
に
基
づ
き

次
の
と
お
り
公
聴
会
を
開
催
す
る
の
で
、
同
規
則
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

一

日
時

令
和
三
年
十
一
月
十
七
日
（
水
曜
日
）
午
後
二
時
か
ら
三
時
ま
で

二

場
所

三
好
市
池
田
町
マ
チ
二
一
四
五
番
地
一

三
好
市
第
二
分
庁
舎

二
階
会
議
室

三

公
述
の
申
出

公
聴
会
に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者
は
、
令
和
三
年
十
一
月
十
二
日
（
金
曜
日
）
ま
で

に
、
意
見
の
要
旨
、
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
理
由
並
び
に
住
所
及
び
氏
名
を
記
載
し
た
書
面
を
徳
島

県
県
土
整
備
部
都
市
計
画
課
へ
提
出
す
る
こ
と
。

四

都
市
計
画
の
素
案
の
概
要

１

都
市
計
画
の
名
称

池
田
都
市
計
画

２

都
市
計
画
の
種
類

都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針

３

主
な
計
画
内
容

池
田
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
を
変
更
す
る
。

五

関
係
図
書
の
縦
覧
場
所
及
び
縦
覧
期
間

１

縦
覧
場
所

徳
島
県
県
土
整
備
部
都
市
計
画
課
並
び
に
三
好
市
建
設
部
管
理
課
及
び
企
画
財
政
部
地
方
創
生
推

進
課

２

縦
覧
期
間

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日
（
金
曜
日
）
か
ら
十
一
月
十
二
日
（
金
曜
日
）
ま
で
（
土
曜
日
、
日
曜

日
及
び
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
七
十
八
号
）
に
規
定
す
る
休
日
を

除
く
。
）
の
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
十
五
分
ま
で

六

そ
の
他

１

公
述
す
る
者
が
い
な
い
場
合
は
、
公
聴
会
を
開
催
し
な
い
。

２

こ
の
公
聴
会
に
つ
い
て
の
問
合
せ
は
、
徳
島
県
県
土
整
備
部
都
市
計
画
課
（
電
話
〇
八
八
ー
六
二

一
ー
二
五
六
五
）
へ
す
る
こ
と
。



徳
島
県
告
示
第
六
百
八
十
六
号

徳
島
県
都
市
計
画
公
聴
会
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
徳
島
県
規
則
第
九
十
号
）
第
二
条
の
規
定
に
基
づ
き

次
の
と
お
り
公
聴
会
を
開
催
す
る
の
で
、
同
規
則
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

一

日
時

令
和
三
年
十
一
月
十
八
日
（
木
曜
日
）
午
後
二
時
か
ら
三
時
ま
で

二

場
所

美
馬
市
脇
町
大
字
猪
尻
字
建
神
社
下
南
七
三
番
地

徳
島
県
西
部
総
合
県
民
局
美
馬
庁
舎

三
○
一
会
議
室

三

公
述
の
申
出

公
聴
会
に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者
は
、
令
和
三
年
十
一
月
十
二
日
（
金
曜
日
）
ま
で

に
、
意
見
の
要
旨
、
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
理
由
並
び
に
住
所
及
び
氏
名
を
記
載
し
た
書
面
を
徳
島

県
県
土
整
備
部
都
市
計
画
課
へ
提
出
す
る
こ
と
。

四

都
市
計
画
の
素
案
の
概
要

１

都
市
計
画
の
名
称

貞
光
都
市
計
画

２

都
市
計
画
の
種
類

都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針

３

主
な
計
画
内
容

貞
光
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
を
変
更
す
る
。

五

関
係
図
書
の
縦
覧
場
所
及
び
縦
覧
期
間

１

縦
覧
場
所

徳
島
県
県
土
整
備
部
都
市
計
画
課
及
び
つ
る
ぎ
町
建
設
課

２

縦
覧
期
間

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日
（
金
曜
日
）
か
ら
十
一
月
十
二
日
（
金
曜
日
）
ま
で
（
土
曜
日
、
日
曜

日
及
び
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
七
十
八
号
）
に
規
定
す
る
休
日
を

除
く
。
）
の
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
十
五
分
ま
で

六

そ
の
他

１

公
述
す
る
者
が
い
な
い
場
合
は
、
公
聴
会
を
開
催
し
な
い
。

２

こ
の
公
聴
会
に
つ
い
て
の
問
合
せ
は
、
徳
島
県
県
土
整
備
部
都
市
計
画
課
（
電
話
〇
八
八
ー
六
二

一
ー
二
五
六
五
）
へ
す
る
こ
と
。



徳
島
県
告
示
第
六
百
八
十
七
号

徳
島
県
都
市
計
画
公
聴
会
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
徳
島
県
規
則
第
九
十
号
）
第
二
条
の
規
定
に
基
づ
き

次
の
と
お
り
公
聴
会
を
開
催
す
る
の
で
、
同
規
則
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

一

日
時

令
和
三
年
十
一
月
十
八
日
（
木
曜
日
）
午
後
三
時
か
ら
四
時
ま
で

二

場
所

美
馬
市
脇
町
大
字
猪
尻
字
建
神
社
下
南
七
三
番
地

徳
島
県
西
部
総
合
県
民
局
美
馬
庁
舎

三
○
一
会
議
室

三

公
述
の
申
出

公
聴
会
に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者
は
、
令
和
三
年
十
一
月
十
二
日
（
金
曜
日
）
ま
で

に
、
意
見
の
要
旨
、
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
理
由
並
び
に
住
所
及
び
氏
名
を
記
載
し
た
書
面
を
徳
島

県
県
土
整
備
部
都
市
計
画
課
へ
提
出
す
る
こ
と
。

四

都
市
計
画
の
素
案
の
概
要

１

都
市
計
画
の
名
称

脇
都
市
計
画

２

都
市
計
画
の
種
類

都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針

３

主
な
計
画
内
容

脇
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
を
変
更
す
る
。

五

関
係
図
書
の
縦
覧
場
所
及
び
縦
覧
期
間

１

縦
覧
場
所

徳
島
県
県
土
整
備
部
都
市
計
画
課
及
び
美
馬
市
建
設
部
監
理
課

２

縦
覧
期
間

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日
（
金
曜
日
）
か
ら
十
一
月
十
二
日
（
金
曜
日
）
ま
で
（
土
曜
日
、
日
曜

日
及
び
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
七
十
八
号
）
に
規
定
す
る
休
日
を

除
く
。
）
の
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
十
五
分
ま
で

六

そ
の
他

１

公
述
す
る
者
が
い
な
い
場
合
は
、
公
聴
会
を
開
催
し
な
い
。

２

こ
の
公
聴
会
に
つ
い
て
の
問
合
せ
は
、
徳
島
県
県
土
整
備
部
都
市
計
画
課
（
電
話
〇
八
八
ー
六
二

一
ー
二
五
六
五
）
へ
す
る
こ
と
。



徳
島
県
告
示
第
六
百
八
十
八
号

徳
島
県
都
市
計
画
公
聴
会
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
徳
島
県
規
則
第
九
十
号
）
第
二
条
の
規
定
に
基
づ
き

次
の
と
お
り
公
聴
会
を
開
催
す
る
の
で
、
同
規
則
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

一

日
時

令
和
三
年
十
一
月
十
九
日
（
金
曜
日
）
午
後
二
時
か
ら
三
時
ま
で

二

場
所

板
野
郡
藍
住
町
奥
野
字
猪
熊
一
七
五
番
地
二

藍
住
町
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー

三

公
述
の
申
出

公
聴
会
に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者
は
、
令
和
三
年
十
一
月
十
二
日
（
金
曜
日
）
ま
で

に
、
意
見
の
要
旨
、
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
理
由
並
び
に
住
所
及
び
氏
名
を
記
載
し
た
書
面
を
徳
島

県
県
土
整
備
部
都
市
計
画
課
へ
提
出
す
る
こ
と
。

四

都
市
計
画
の
素
案
の
概
要

１

都
市
計
画
の
名
称

藍
住
都
市
計
画

２

都
市
計
画
の
種
類

都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針

３

主
な
計
画
内
容

藍
住
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
を
変
更
す
る
。

五

関
係
図
書
の
縦
覧
場
所
及
び
縦
覧
期
間

１

縦
覧
場
所

徳
島
県
県
土
整
備
部
都
市
計
画
課
及
び
藍
住
町
建
設
産
業
課

２

縦
覧
期
間

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日
（
金
曜
日
）
か
ら
十
一
月
十
二
日
（
金
曜
日
）
ま
で
（
土
曜
日
、
日
曜

日
及
び
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
七
十
八
号
）
に
規
定
す
る
休
日
を

除
く
。
）
の
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
十
五
分
ま
で

六

そ
の
他

１

公
述
す
る
者
が
い
な
い
場
合
は
、
公
聴
会
を
開
催
し
な
い
。

２

こ
の
公
聴
会
に
つ
い
て
の
問
合
せ
は
、
徳
島
県
県
土
整
備
部
都
市
計
画
課
（
電
話
〇
八
八
ー
六
二

一
ー
二
五
六
五
）
へ
す
る
こ
と
。



徳
島
県
告
示
第
六
百
八
十
九
号

港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
三
条
の
三
第
九
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
徳
島
小
松

島
港
港
湾
計
画
の
変
更
の
概
要
を
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日

徳
島
小
松
島
港
港
湾
管
理
者

徳
島
県

代
表
者

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

一

港
湾
計
画
の
変
更
の
概
要

平
成
三
十
一
年
徳
島
県
告
示
第
七
十
四
号
（
徳
島
小
松
島
港
港
湾
計
画
の
変
更
の
概
要
を
公
示
す
る

件
）
に
よ
り
そ
の
概
要
を
公
示
し
た
徳
島
小
松
島
港
港
湾
計
画
に
つ
い
て
変
更
し
た
事
項
は
、
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

１

港
湾
環
境
整
備
施
設
計
画

緑
地地

区

名

面

積
（
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

津

田

四

２

土
地
造
成
計
画

地

区

名

面

積
（
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

用

途

二
〔
二
〕

工
業
用
地

津

田

一
〔
一
〕

交
通
機
能
用
地

三
〔
三
〕

緑
地

注

〔

〕
内
は
、
港
湾
の
開
発
、
利
用
及
び
保
全
並
び
に
港
湾
に
隣
接
す
る
区
域
の
保
全
に
、
特

に
密
接
に
関
連
す
る
土
地
造
成
計
画
で
内
数
で
あ
る
。

３

土
地
利
用
計
画

地

区

名

面

積
（
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

用

途

七
〇
〔
七
〇
〕

工
業
用
地

津

田

一
三
〔
七
〕

交
通
機
能
用
地

四
〔
四
〕

緑
地

注

〔

〕
内
は
、
港
湾
の
開
発
、
利
用
及
び
保
全
並
び
に
港
湾
に
隣
接
す
る
区
域
の
保
全
に
、
特

に
密
接
に
関
連
す
る
土
地
利
用
計
画
で
内
数
で
あ
る
。

二

変
更
後
の
港
湾
計
画
の
縦
覧
の
場
所

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

徳
島
県
県
土
整
備
部
運
輸
政
策
課



徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
八
十
五
号

平
成
十
九
年
徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
十
号
（
不
在
者
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
施
設
を
指

定
し
た
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
三
年
十
月
十
九
日
か
ら
適
用
す
る
。

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日

徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

中

田

丑

五

郎

一
の
表

の
項
中
「医

療
法
人
凌
雲
会

稲
次
整
形
外
科
病
院

」
を
「社

会
医
療
法
人
凌
雲
会

稲
次

87

病
院

」
に
改
め
る
。

二
の
表

の
項
中
「吉

野
川
市
養
護
老
人
ホ

ーム
芳
越
荘

」
を
「養

護
老
人
ホ

ーム
芳
越
荘

」
に

44

改
め
る
。
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